
広島市立図書館

広島市図書館だより
「広島市電子図書館」はじまりました

　広島市立図書館では、令和７年９月２日（火）から、時間や場所を気にせず、インターネット上で電子書
籍を読んだり、オーディオブックを聴いたりすることができる「広島市電子図書館」のサービスを開始しま
した。紀伊國屋書店の電子図書館「KinoDen」のコンテンツのうち、約3,700点の電子書籍と約600点のオー
ディオブックが利用できます。
　広島市に在住、または広島市に通勤・通学されている方が対象で、広島市立図書館の貸出利用券と、「My
ライブラリ」にログインするためのパスワードが必要です。

辞書・事典・図鑑　一般・高校生向けの
調査研究に利用できる辞書・事典や、小学生から
中学生向けの探究学習に活用できる図鑑など、調

べものに役立つ資料があります。

オーディオブック　朗読を聴いて本を楽
しむことができます。実用書、時代小説、絵本、
やさしい英語で書かれたラダーシリーズなどさま
ざまなジャンルがあります。

『宮本武蔵１ 吉川英治朗読文庫より』
 吉川英治 【著】　平田直樹 【ナレーター】　文聞舎

『銀河鉄道の夜』
 宮沢賢治 【著】　広小路学 【ナレーター】　読人舎  など

　　● 閲覧型のため、紙の図書や雑誌のような貸出、返却の手続きは不要です。
　　● １点の電子書籍を同時に閲覧できるのは原則１名です。
　　● 電子書籍の一部は、文字のサイズや色の変更、機械音声での読み上げなどの機能があります。

■ 「広島市電子図書館」の利用方法

① 図書館ホームぺージの
　 「Myライブラリ」をクリック

② 貸出利用券の番号と
　 パスワードでログイン

③ 「広島市電子図書館」の
　 バナーをクリック

➡ ➡

■ 利用できる電子書籍の例

『藩史大事典 新装版 ６
 （中国・四国編）』
 木村礎 藤野保 村上直 【編】　
 雄山閣

『明るい星がよくわかる！
１等星図鑑』
 藤井旭 【著】
 誠文堂新光社

など

多読本　多読とは、辞書を使わずに楽しくたく
さん読んで外国語を身につけていく方法です。英
語の多読本だけでなく、日本語を学ぶ人のための
多読本もあります。

『CINDERELLA』　David Wood 【作】
 Shahab Shamshirsaz 【絵】　Collins

『落語「馬小屋の火事」「風呂敷包み」』
 大修館書店� など
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中央図書館・こども図書館は目録を発行します
中央図書館 『＜ヒロシマ＞ 被爆を知る・調べるブックガイド』
　中央図書館では、被爆80周年を機に、「原爆・平和を読み語り継ぐ事業」に取り組
んでいます。
　７月から８月にかけて開催した企画展に続き、平和学習等の機会に中央図書館が
所蔵する被爆や郷土に関する資料をご活用いただくための手がかりとして、『＜ヒロ
シマ＞ 被爆を知る・調べるブックガイド』を発行します。

　同ガイドは、被爆について調べる上で想定される15のテーマで構成し所蔵資料を掲載しています。各テー
マは、「被爆の実相」、「被爆前の町と暮らし」、「学徒動員」、「被爆樹木」、「被爆建造物」、「交通」、「復興」、

「美術（絵画・漫画・写真）」、「音楽」、「映画」、「文学（詩歌・戯曲・小説）」、「体験記（記録・手記）」、「碑（原
爆慰霊碑・平和記念碑）」、「平和運動や原水爆禁止運動」、「若者たちの継承活動」です。また、資料の掲載
にあたっては、よく利用されるものや司書が調査に使うことが多いもの、現在では入手困難なものなどか
ら幅広く選びました。
　そのほか、インターネットを使った情報収集に役立てていただけるよう、被爆に関する情報を公開して
いる施設や機関のホームページなどの案内も掲載します。
　同ガイドは広島市立図書館に備えるとともに、広島市内の学校や公民館などの施設、広島県内図書館に
配布します。（11月発行予定。）

こども図書館 『子どもたちへ原爆を語りつぐ本―総集版・2025―』
　こども図書館では、原爆をテーマにした子ども向けの本を紹介する冊子『子どもたちへ原爆を語りつぐ
本』を発行しています。被爆40周年の1985年に初版を発行してから10年ごとに改訂を重ね、被爆80周年
を迎えた今年、５冊目となる「総集版・2025」を発行予定です。被爆の実相や作品に込められた平和への
願いを伝え、次世代へと継承していく一助としてご活用ください。
　また、この冊子の発行にあわせ、さまざまな関連事業を行います。

■ 令和７年度児童文化講演会
　 日時：令和７年10月30日（木）10時～12時
　 場所：５－Daysこども文化科学館１階アポロホール
　 テーマ：「忘れないことが、未来をつくる―子どもの本にできること」
　 講師：子どもの本作家　中澤　晶子氏

■ 『子どもたちへ原爆を語りつぐ本―総集版・2025―』原画展
　 期間：令和７年10月30日（木）～11月30日（日）
　 場所：５－Daysこども図書館２階しらべるへや
　 内容：広島市立基町高等学校普通科創造表現コースの生徒が制作した表紙装画と挿絵を展示

■ 原爆を語りつぐブックトーク
　 日時：令和７年11月８日（土）14時～15時
　 場所：５－Daysこども図書館２階おとぎの部屋
　 内容：『子どもたちへ原爆を語りつぐ本―総集版・2025―』掲載本の紹介　　

※詳細は、図書館ホームページやチラシでご確認ください。


